
 

城南第二小学校改築工事における届出の実施状況について 

（土壌汚染対策法等） 
 

１．概要・経緯 

 区有施設の整備において、土壌汚染対策法（以下、「法」という）および都民

の健康と安全を確保する環境に関する条例（以下、「都条例」という）に基づく

届出を行っていない工事には、現在進行中の「城南第二小学校改築工事」が含ま

れている。 
同工事では、設計段階（令和３・４年度）において土壌調査を実施した結果、

調査区域の一部土壌から基準値を超える「鉛及びその化合物」が検出されたが、

法および都条例に基づく必要な届出を提出せずに、着工後（令和５年度～）汚染

土壌の場外搬出を行っていたことが判明した。なお、搬出した土壌については、

適正に運搬・処分したことを確認している。 
〇未提出の届出 

該当条項 届出内容 

法 

第 ４条第１項 

第 ４条第２項 

第 12 条第１項 

第 16 条第１項 

一定規模以上の土地の形質の変更届出書 

土壌汚染状況調査結果報告書 

区域内における土地の形質の変更届出書 

汚染土壌の区域外搬出届出書 

都条例 
第 117 条第２項 

第 117 条第３項 

土壌汚染状況調査報告書 

汚染拡散防止計画書 

 
２．児童等の健康への影響 

汚染土壌は法で定める土壌溶出量基準および土壌含有量基準について超過し

ているが、児童等が通常活動する範囲は掘削除去または舗装により措置されて

おり、健康への影響の心配はないものと考えている。加えて、安全性をより一層

高めるために立入制限やシート被覆を行った。（詳細は別紙１のとおり） 
 
３．対応状況と今後の予定 

未提出の届出について、順次、東京都へ提出を進めており、現時点では、新校

舎棟の工事（令和７年７月完了予定）に遅延が生じる可能性は低いと考えている。 
今後、汚染土壌が確認されている区域は、引き続き、工事の進捗に合わせ掘削

除去などの措置を実施する。 
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